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1. 緒言 

動的に柔軟な構造を有しているオ リゴチオフェン部位を

持つ [3.3]メタシクロファン類１，２）を合成し、これらと電子

受容性環状化合物である CBPQT4+とのロタキサン型電荷

移動錯体形成３）によるシクロファン類の動的特性を制御

することを目的とした。 

2. 結果と考察 

5-ブロモ-m-キシレンを出発原料として、

数段階を経てビスチオフェン部位を有

するシクロファンを合成し、これにエチレ

ングリコール鎖の導入を行ない目的と

するシクロファン 1 を合成した。 

ア セ ト ニ ト リ ル 中 シ ク ロ フ ァ ン 1 に

CBPQT4+を添加すると 508nm に新しい

吸収が確認された。 これは対照化合物 2と CBPQT4+とを混合した

場合の吸収極大波長(507nm)と対応しており、電荷移動錯体に由

来する CT バンドと考えられる。 すなわち、シクロファン 1において

もロタキサン型電荷移動錯体が形成されることが示唆された。 ま

た、1H-NMR スペクトルにおいてシクロファンの架橋部位のシグナ

ルが CBPQT4+を添加していくにつれて徐々にブロード化し、その

後分裂していることが確認できた。これはロタキサン型電荷移動錯

体の形成により、シクロファンの分子反転が抑制されていることによ

るものと考えられる。 
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Figure 1  UV-Vis spectra of 1 in addition of CBPQT4+

0

0 .2

0 .4

0 .6

400 500 600 700

Wa v e length/nm

A
b
s.

1 :0
1 :1
1 :2

S

S

S

S

O O H
S

O

O O H

S
O

N N

N N

PF 6

cyc lo p ha ne

CB P QT 4+

(cyclophane：CBPQT4+)

Figure 2  1H-NMR spectra of a 
bridging part of the cyclophane(1) 
in addition of CBPQT4+ 
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